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( I ) fix）=0の実数解の個数について. fix）の増減は
解を直接求められ齵ないとき X - 一 一 -

→ 実数解の個数をグ 蜇，一となる。共有点のかーー国教で調べられる。
→ 定数分離など、調べやすく

l im Xe "= l imする工夫も大事（今回はそうなってる）
が、.で
×→b

= - g

→ O

が熀興
懸鬱
闇"
y=×で、y l im XE ' ' =O ←問題より.
の個数は一致する。 が （証明できる？
以下たでのグラフを考える。 数学五時講より、グラフは 微分グラフDで！）

T →これはバシッと
書ける.だ分 、eijyxとなる。

f ix）=et-xex
=（1-x）で より.



が""
""鵬

が 城 爀 䯊
関数の状況を整理しておく.の個数を考えて、

f
k>でのとき 0 個 ×で，yet藩䨩，#X.tk=fのとき1 個 を得る。
|0Ek<fのと
き

2 個
k€0のとき 1 個

ー ー /
Xでも yでも、 0より大きく
も以下の値を全てとる._

（2） どうやってい）を使える形にするか？
x ye""に c ！焚莊）のイ

澍直に対して
Xやyは2つずつ存在する.

⇐>などで = c
⇐> xで .ye t=C . . . D →Dを満たす t.tl>0）がただ1つ市政や繭が出現！ なら.txtしかないのではい？



ここで、川の議論より、 Xで、 y で 必要十分条件は C=

!

，である。

について、 X , y > 0 での値 丁寧に書くなら...とりうる値の範囲
0<Xで Et

!

0<×で.yet<でのとき、
|o<get、t であり、 値 が （xで、yで）の組は無数に

存在し、（かる）の組も無数に
0より大きくも未満のとき、対応する

存在する。歴 う 存 在 し 、 （もしくは、少なくともどちらか一方は

熱き対
応........
..

!

|

t未満となるので、（かま）の組が
存在する。 2つ以上となる。 でもOK）
よって.Dの左辺の値域は 逆に . X E X ye t . . I
0 < × で . y d E E であり、

⇐> × でも かっ get=f
① を満たすX.y（70）の組が 今 が 1 か つ y = 1 とこれなか！
ただ1つーー存在するためのCの でただ 1 つとなるので O K .



（3） （2つの流れで分ける。 →どこまでも小さくなれる？
いきなりyの値考えるのはムリ！！ いや、Xe"にも範囲があるので、
→ yetから考える. それによる。だが迮'盼
狩洞様が
碓域は

たくさん . 0<Xで Etを満たす正のX.7を考えて. なので、｛o<yet
E Eyのとりうる値が最大となるとき、

fは）=yでのグラフを考えると

"

を満たす
yでの値が最小と鷹getaways

となる。 なるのは、 Xeたものとさであり、
このとき も .y e t = I

fは）八 yet..で

"

である。

yetの
Oくきくも なので、グラフを考えて

o .
；出演す慮
が皆で が解は、1より大きいものと小さい

ー ー

もので1つーーずつある。 ←記述上大事！why



ここで、30でy=3とすると成り立ち、
371なので、求める T

yの最大値は2， yピ=3ピ
である。 そういうように

できてる .."
fは）八で䴇鳳※. |わからん。 これだけ解わかる！

かつ、これより大きい解はない

いさいたのだ）
→ これが最大.

Xの値は、Xe"=fより.If，である。


